






[要約]

 HELLP 症候群は妊娠中毒症と深い因果関係があることは広く知られている。

 近畿地域の 1985～1991 年の 7年間に HELLP 症候群は、49 例あり、調査対象の妊産婦は、

235,845 例であった。発症の頻度は 0.021%で、妊婦 1万人に 2例の割合となる。

 HELLP 症候群は妊娠中毒症と深い因果関係があり、今回の調査では妊娠中毒症のうち約 2%

は HELLP 症候群に至る可能性が示された。

  49 症例のリスク因子を解析することにより、HELLP 症候群の発症はある程度予知しうる

と考える。それに対する適切な管理を行えば、今後は妊産婦死亡を防止しうると考える。

HELLP 症候群の予知と対策(管理)についてまとめると次のごとくである。

(1)妊娠中毒症患者の場合には本疾患の発現に特に留意する。

(2)本疾患を予知するためには、産婦の年齢や経産回数(初産婦)に留意し、臨床症状とし

ては上腹部痛、悪心嘔吐等の発現に留意する。

(3)本疾患を予知するためには、末梢血、凝固系、肝機能検査を行う。

(4)本疾患に合併することの多い DIC に配慮する。

(5)母体と児の状態を診断し慎重に夕ーミネイシ ョンを決定する。


